
学校番号 ３０９ 

平成 31年度 芸術科[美術] 

 

教科 芸術 科目 美術Ⅱ 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 高校美術２（日本文教出版） 

副教材等 なし 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

■表現方法と感じ取ったことから考える「絵画・彫刻」、目的や機能から考えるデザイン、表現の

学習や知識から考える「鑑賞」の分野について学習します。 

■課題それぞれに異なった表現形式があり、扱う素材や必要な技法も変わってきます。美術Ⅰより

もより高度な表現技術と表現の工夫を得られるように理解を深めていきましょう。 

 

２ 学習の到達目標 

美術の創造的な諸活動を通して、美的体験を豊かにし、生涯にわたり美術を愛好する心情を育てる

とともに、感性を高め、個性豊かな表現と鑑賞の能力を伸ばし、美術文化についての理解を深める。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a.美術への 

関心・意欲・態度 
b.発想や構想の能力 c.創造的な技能 d.鑑賞の能力 

観
点
の
趣
旨 

美術の創造活動の喜

びを味わい、多様な表

現方法や美術文化に

関心をもち、主体的に

個性豊かな表現や鑑

賞の創造活動に取り

組もうとする。 

感性や想像力を働か

せて、自然、自己、社

会などを深く見つめ

主題を生成し、創造的

な表現の構想を練っ

ている。 

創造的な美術の表現

をするために必要な

技能を身に付け、主

題に合った表現方法

を工夫し、創造的に

表している。 

美術作品などの表現

の工夫や心豊かな生

き方の創造に関わる

美術の働き、美術文

化などの理解を深

め、そのよさや美し

さを多様な視点から

創造的に味わってい

る。 

評
価
方
法 

 

制作の様子 

ワークシート 

鑑賞活動の様子 

 

アイデアスケッチ 

制作途中の作品 

作品 

 

制作途中の作品 

作品 

 

ワークシート 

鑑賞活動の様子 

発言内容 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン 

【鑑賞】 

・オリエンテーション 

  教科書などを鑑賞し、

多様な表現形式につ

いて学び、「美術Ⅱ」の

学習イメージを持つ。 

 

 

◎ 

 

 

 

 

◎     

 

 

 

 

 

 

 

  

◎ 

a:美術の多様な表現に関心を持ち、こ

れからの学習に意欲を高めている 

d:心豊かな生き方の創造にかかわる

美術の働きや美術文化について理

解を深めている。  

 

学習活動の

様子 

 

 

生
き
る
力-

切
り
絵
に
よ
る
表
現 

【絵画・彫刻】 

芸術家の切り絵作品を参

考に、切り絵作品を制作

する。 

・アイデアスケッチ 

・制作 

   アイデアスケッチの画

像を転写し、デザイン

カッターを用いて制作

していく。 

白い画用紙に貼り付

ける。 

 

 

 

 

◎ 

◎ 

 

 

 

◎ 

○ 

 

 

 

○ 

◎ 

 a:切り絵独特の表現に関心を持ち、表

現方法を工夫し、創造的に表現しよ

うとしている。 

b:切り絵という表現形式のよさや効

果などを理解し、創造的で心豊かな

表現の構想を練っている。 

c:主題に合った表現方法を工夫し、効

果的な表現を追求しながら創造的

に表現している。 

 

制作の様子 

 

制作途中の

作品 

 

作品 

建
築
の
デ
ザ
イ
ン 

【デザイン】 

スチレンボードを使用し、

建築模型を作る。 

・構想、アイデアスケッチ 

スチレンボードの特性

を考え、自立できるだ

けの強度を考慮しな

がら建築のアイデアを

練る。 

・制作 

スチレンボードを切り

取り、パーツをボンド

で接着し組み立てて

いく。 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

◎ 

 a:スチレンボードによる建築のデザ

インに関心を持ち、自己、社会など

を深く見つめ、生活を美しく豊かに

する建築デザインの働きを考えて

主題を生成しようとしている。 

b:目的や条件などを基に、デザイン効

果を考えて創造的で心豊かな表現

の構想を練っている。 

c:スチレンボードの効果的な表現方

法を工夫し、主題に合わせて創造的

に表現している。 

 

制作の様子 

 

制作途中の

作品 

 

作品 

 



２
学
期 

西
洋
美
術
の
鑑
賞(

日
本
の
美
術
と
対
比
し
て
考
え
る) 

【鑑賞】 

西洋美術の鑑賞を行う。 

・油彩絵画、彫刻などの西

洋美術の作品から班

で１作品選び、表現の

特徴や工夫について

話し合い、まとめる。 

・作品について調べる。 

・班ごとに発表する。 

 

 

◎ 

 

 

 

 

◎ 

◎ 

   

 

◎ 

 

 

 

 

◎ 

◎ 

a:西洋の古典美術の表現の特質に関

心をもち、日本美術との表現の相違

や共通性などを考察し、美術文化に

ついて理解を深めようとしている。 

d:西洋の古典美術の表現の特質等を

多様な視点から理解し、日本美術と

の表現の相違や共通性などを考察

し、心豊かな生き方の創造にかかわ

る美術の働きについて理解を深め

ている。 

 

ワークシート 

 

鑑賞活動の

様子や発言

内容 

風
景
の
表
現
と
油
絵
の
具-

油
絵
作
品
の
模
写 

【絵画・彫刻】【鑑賞】 

西洋の油彩風景作品を手

本に模写を行う。 

・模写する作品の選択 

過去の西洋油絵作品から

好きなものを選ぶ 

・転写 

F６サイズのキャンバスに

鉛筆で転写していく。 

・着色、模写 

油絵具で模写していく。 

 

 

 

◎ 

 

 

◎ 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

a：過去の西洋絵画の模写に関心を持

ち、選択した模写作品に合った表現

方法を工夫し、表現しようとしてい

る。 

b:模写をする作者の作品の発想や表

現の工夫などに目を向け、表現の可

能性を試行錯誤しながら構想を練

っている。 

c:油彩表現のよさや効果などを理解

し、模写作品に合った表現方法を工

夫して表現している。 

d:選択した作品や作者の個性などに

関心をもち、発想や構想の独自性、

表現の工夫などについて理解して

いる。  

 

鑑賞活動の

様子や発言

内容 

 

制作の様子 

 

制作途中の

作品 

 

作品 

３
学
期 

卓
上
デ
ッ
サ
ン 

【絵画・彫刻】【鑑賞】 

モチーフのデッサンを行

う。 

・デッサンの説明 

デッサンの技法、必要

道具、人間の眼の仕

組みや二点透視図法

の仕組みの説明を行

う。 

・デッサン 

構図を決める。 

形を取っていく。 

描きこみを行う。 

 

 

◎ 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

  

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

◎ 

a:デッサンという表現形式とモチー

フの観察に関心を持ち、表現方法

を工夫して表現しようとしてい

る。 

b:鉛筆による表現の効果などを理解

し、 創造的な鉛筆表現の方法の構

想を練っている。 

c:鉛筆と練り消しゴムのよさや効果

などを理解し、観察するモチーフ

に適した表現方法を工夫してい

る。 

d:西洋絵画において培われた透視図

法などの表現方法の働きについて

理解を深めている。 

 

鑑賞活動の

様子や発言

内容 

 

制作の様子 

 

制作途中の

作品 

 

作品 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 


